
　卒業生の皆様は、全国各地で母校やふるさ
と飯南町を想いながら、ご活躍のことと存じ
ます。また、平素から卒業生や町民の皆様に

は鵬雲会の活動にご理解ご協力いただき厚くお礼申し上げます。
　はじめに、前鵬雲会会長の小野　覺さまが、今年６月にご永
眠されました。永年にわたり誠心誠意、母校の発展にご貢献さ
れましたことに感謝申し上げるとともに、心よりご冥福をお祈
り申し上げます。
　さて、人口減少と少子化の影響により生徒募集は厳しさを増
していますが、今年度は関係の皆様のご尽力により 63名の新
入生を迎えることができました。私たち卒業生会としても、学
校関係者と力を合わせ、飯南高校の魅力を伝えていきたいと感
じています。
　また、近年、県内外からの入学生が増え、寮生の割合が増加
傾向にあることから、「飯南町滞在型地域交流拠点施設」の建
設が進められています。今後の生徒募集に追い風となるものと
期待するとともに、町当局のご尽力に感謝申し上げます。

　生徒たちは学校活動や部活動に元気いっぱいに取り組んでい
ます。７月に行われた夏の甲子園島根大会では、強豪校との接
戦を粘り強く制した飯南高校野球部がベスト８に進出しました。
また、飯南高校生命地域ラボ神楽愛好会は団員数の減少を克服
して「第 14回高校生の神楽甲子園」に出場しました。そして、
飯南高校の象徴的な学習活動である「生命地域学」では、地域
の皆様のご協力により、生徒諸君が様々な地域課題の解決に向
き合ってくれています。
　鵬雲会では、会報「鵬雲」の発行のほか、激励金の贈呈や鵬
雲祭への支援などにより、部活動や学校活動で頑張っている生
徒たちを応援しています。
　こうした鵬雲会の活動は、町内外の会員や賛助会員の皆様の
ご支援によって運営することができており、深く感謝申し上げ、
お礼申し上げます。
　私たち鵬雲会は、これからも飯南高校の最大のサポーターと
して一致団結し、母校を支えていきたいと存じますので、会員
並びに賛助会員の皆様には、引き続き、格別のご高配を賜りま
すようよろしくお願い申し上げます。
　結びに、皆様のご健勝と飯南高校の益々の発展をお祈り申し
上げ、ご挨拶といたします。
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　鵬雲会の皆様には、日頃より母校の教育振
興のため、多大なるご支援ご協力を賜ってお
りますことに、心より感謝申し上げます。私

は今年度着任した馬庭と申します。平成 24年度から平成 27
年度までの４年間、本校で勤務した経験があり、再び帰って来
られたことを大変喜んでおります。よろしくお願いいたします。
　「わたしたち、まげに“カラフル”だけぇ！！」。これは、本
校の「学校案内」の表紙に書いてある言葉です。「学校案内」
は主に中学３年生向けに本校の様子を分かりやすく説明した冊
子で、中学校で行われる進路説明会や本校で実施するオープン
スクールの際に配布するものです。表紙のデザインや内容等は
生徒会が中心になって作成するのですが、今年度版の表紙タイ
トルがこれ、というわけです。
　鵬雲会会員の皆様も様々な年代の方々がいらっしゃると思い
ますので、どの時期の母校を思い浮かべられるかにもよります
が、現在、出身中学校だけを見ても在籍する生徒の多様化が進
んでいます。本校は現在、全校生徒 165名ですが、その内訳
は、町内生 40％（69名）、県内町外生 45％（74名）、県外
生15％（22名）であり、出身中学校も47と多くなっていま
す。多様性や共生を大切にする現代社会において、本校もそれ
を体現していると言えます。そして、生徒たちはこのことをプ
ラスに捉え“カラフル”と表現しており、前期生徒会長は「学

校案内」の中で「…さまざまな個性があつまり、自分一人では
考えつかないようなアイデアが出たり、「ヤリタイ！」が出て
きたり。…」と書いてくれています。なお、今後は町外からの
生徒がさらに増加することが見込まれることから、来年度から
は月根尾寮に加え、飯南町が新たに学校の坂下に建設する「飯
南町滞在型地域交流拠点施設」においても受け入れていただく
ことが決定しています。
　一方で、変わらず残っていることもあります。生徒と教職員
の距離が近く、顔がわかる関係の中で丁寧な教育活動を行える
ことや、人数が少ない分、学習や部活動、生徒会活動において、
一人何役もこなしながら活躍する場面が多くあることです。加
えて、本校の特色の一つである学校設定教科「生命地域学」が
始まってから約 10年になりますが、この授業では、“自分の
「好き」と誰かの「困った」を掛け合わせる”をテーマに、毎年、
地域の課題解決に向けた取組を考え発信しています。これらを
通して、自他を大切にし、学校や地域への愛着をもって社会に
巣立っていく若者を育てることも、伝統的に続いていることで
す。在籍中の生徒たちも、これまで鵬雲会の皆様がそうであっ
たように、やがては町内町外といった出身の違いを問わず、鵬
雲会員として母校を温かく見守り励ます応援団の一人となって
くれるはずです。
　今後も、時代に応じて変化することを恐れずチャレンジして
いくと同時に、本校のよき伝統を継承しながら学校運営にあ
たっていく所存です。引き続き母校へのお力添えをお願いいた
します。

飯南高等学校卒業生会「鵬雲会」
会 長　大谷 哲也

ご　挨　拶

飯南高等学校　校長　馬庭 寿美代

変わるもの 変わらないもの
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鵬雲会では、部活動等で活躍する生徒の健闘を讃え、その応援のため激励金

を贈呈しています。

令和 6 年度下期以降は部活動等に対し激励金を贈呈しました。

（令和 6 年度上期の激励金贈呈は、本誌 Vol.53 に掲載しています。）

－激 －励 －金 －贈 －呈 －

町外からの生徒を呼び込むとともに住民と交流を深め
る目的で滞在型地域交流拠点施設（みなし寄宿舎）の
整備が飯南町により進められています。令和７年２月28日（金）に鵬雲会入会式が執り

行われ、卒業生60名を鵬雲会にお迎えしました。

新寮（滞在型地域交流拠点施設）の整備
令和６年度鵬雲会入会式

施 設 名：飯南町滞在型地域交流拠点施設（設置者：飯南町）
延床面積：540㎡（木造2階建て）
定　　員：16人（２人１室、計８室）
供用開始日：令和８年４月１日

（建設中の新寮）

新入会員代表あいさつを行う影山翔音さん（中央）、右
から大谷会長、竹澤副会長

生命地域ラボ神楽愛好会に激励金贈呈

激励金贈呈状況（令和６年度（下期）、令和７年度（10月末時点））

年度 部活動等名 大会名 日時・会場 規模・個人団体別

令和 6 年度 
（下期）

報道部 第10回中国高校放送
コンテスト

R7.2.1 ～ 2.3
鳥取県立生涯学習センター（鳥取県鳥取市） 中国・団体・個人

ハンドボール部 第30回中国高等学校
ハンドボール新人大会

R7.2.7 ～ 2.9
ゼオンアリーナ周南（山口県周南市） 中国・団体

スキー部

第66回中国高等学校
スキー選手権大会

R7.1.22 ～ 1.24
琴引フォレストパークスキー場（飯南町佐見） 中国・団体

第74回全国高等学校
スキー大会

R7.2.7 ～ 2.11
国設阿寒湖畔スキー場（北海道釧路市阿寒町） 全国・個人（2 名）

第79回国民スポーツ大会
冬季大会スキー競技場

R7.2.13 ～ 2.16
花輪スキー場（秋田県鹿角市） 全国・個人（4 名）

第37回全国高等学校選抜
スキー大会

R7.3.4 ～ 3.7
志賀高原スキー場（長野県山ノ内町） 全国・個人

第32回中国高等学校新人
スキー大会

R7.3.7 ～ 3.9
わかさ氷ノ山スキー場（鳥取県八頭郡若桜町） 中国・個人（2 名）

生命地域学 第６回発明楽コンテスト
（最終審査）

R7.3.27
鳥取大学医学部講堂（鳥取県米子市） 中国・団体

令和 7 年度 
（10月末時点）

剣道部 第71回中国高等学校
剣道選手権大会

R7.6.20 ～ 6.22
松江市総合体育館（松江市学園南） 中国・個人（３名）

生命地域ラボ
神楽愛好会 第14回高校生の神楽甲子園 R7.7.19 ～ 7.20

神楽門前湯治村（広島県安芸高田市美土里町） 全国・団体

テニス部 第19回中国高等学校新人
テニス大会

R7.11.14 ～ 11.16　宇部中央公園（山口県
宇部市神原町） 中国・個人
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運動部　活動・大会記録

◦スキー（１／５～６）
令和６年度
・アルペン競技
　《男子回転》　２位　インターハイ出場権獲得
　　　　　　　　４位・５位・６位　入賞
　《女子回転》　３位　インターハイ出場権獲得　　　４位　入賞
　《男子大回転》２位　インターハイ出場権獲得
　　　　　　　　５位・６位　入賞
　《女子大回転》３位　インターハイ出場権獲得　　４位　入賞
　・クロスカントリー競技
　《男子フリー》１位　インターハイ出場権獲得
◦ハンドボール（６／６～７）
　１回戦　　　飯南　20－26　松江工業
　準決勝　　　飯南　18－29　江津
　３位決定戦　飯南　28－17　松江東　　３位
◦テニス（６／５～７）
　《女子団体》１回戦　飯南　２－１　浜田
　　　　　　　２回戦　飯南　１－２　開星　　ベスト８
　《女子シングルス》２回戦進出　２名
　《女子ダブルス》２回戦進出　１ペア
◦バレーボール（６／５～７）
　１回戦　飯南　２－０　益田翔陽
　２回戦　飯南　０－２　安来
◦卓球（６／５～７）
　《男子学校対抗》１回戦　飯南　２－３　邇摩
　《女子学校対抗》１回戦　飯南　０－３　平田
　《男子ダブルス》《女子ダブルス》出場　
　《男子シングルス》２回戦進出　２名
　《女子シングルス》出場
◦剣道（６／５～７）
　《女子団体》１回戦　飯南　１－３　横田
　《男子個人》出場　《女子個人》２回戦進出　１名

【各種大会記録】

◦スキー
・第79回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会島根県予選会（１／11、13）
　《男子大回転》３位　国体出場権獲得　　６位　入賞
　《女子大回転》２位　国体出場権獲得
　《男子クラシカル》２位・３位　国体出場権獲得　　４位　入賞
・第66回中国高等学校スキー選手権大会（１／22～24）学校対抗　６位
　《男子回転》６位　入賞
　《男子クラシカル》《男子フリー》５位　入賞
　《男子大回転》《女子大回転》《女子回転》出場
・第74回全国高等学校総合体育大会スキー大会（２／７～11）
　《男子大回転》《女子大回転》《男子回転》出場
・第79回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会（２／13～16）
　《少年男子大回転》《少年女子大回転》《少年男子10㎞》出場
・第37回全国高等学校選抜スキー大会（３／４～７）
　《女子大回転》《女子回転》出場
・第32回中国高等学校新人スキー大会（３／７～９）
　《男子大回転》５位　入賞
　《男子回転》出場
　《男子フリー》《男子クラシカル》２位
◦ハンドボール
・第75回中国高等学校ハンドボール選手権大会島根県予選会（４／19～20）
　１回戦　　　飯南　32－15　松江高専
　準決勝　　　飯南　19－20　松江東
　３位決定戦　飯南　17－25　松江南
・第79回国民スポーツ大会中国ブロック大会（８／22～24）
　《少年男子の部》出場
◦バレーボール
・中国高等学校バレーボール選手権大会島根県予選大会（４／18～20）
　予選グループ戦　飯南　０－２　松江商業
　　　　　　　　　飯南　２－０　島根中央
・島根県高等学校バレーボール選手権大会（10／24～26）
　１回戦　　　　　飯南　２－０　矢上
　２回戦　　　　　飯南　０－２　出雲農林
◦テニス
・島根県高等学校個人テニス選手権大会出雲地区予選（４／12～13）
　《女子シングルス》出場
　《女子ダブルス》優勝　１ペア　　ベスト４　１ペア　
・島根県高等学校個人テニス選手権大会（４／26～27）
　《女子シングルス》ベスト32　２名
　《女子ダブルス》　ベスト16　１ペア

・島根県高等学校テニス新人大会（個人の部）出雲地区予選（８／23～ 24）
　《女子シングルス》優勝　１名　　　３位　１名
　《女子ダブルス》　２位　１ペア　　３位　１ペア
・島根県高等学校テニス新人大会（個人の部）（９／14～15）
　《女子シングルス》11位　１名
　《女子ダブルス》　５位　１ペア　ベスト16　１ペア
・島根県高等学校テニス新人大会（団体の部）（10／18～19）
　１回戦　飯南　１－４　開星
◦卓球
・中国高等学校卓球選手権大会島根県予選（４／25～27）
　《男子学校対抗》１回戦　飯南　０－３　松江商業
　《女子学校対抗》１回戦　飯南　１－３　大田
　《男子ダブルス》出場
　《女子ダブルス》２回戦進出　２名
　《男子シングルス》２回戦進出　１名
　《女子シングルス》ベスト64　１名
・島根県民卓球大会（少年の部）
　《女子シングルス》２回戦進出　２名
　《女子ダブルス》《男子シングルス》出場
・第52回島根県高等学校１年生卓球大会（８／23）
　《男子学校対抗》飯南　１－２　松江南Ｂ
　《男子シングルス》出場
・島根県高等学校卓球選手権大会（９／12～14）
　《男子ダブルス》２回戦進出　１ペア
　《女子ダブルス》《男子シングルス》出場
　《女子シングルス》２回戦進出　２名
・島根県高等学校卓球新人大会（10／24～26）
　《男子シングルス》２回戦進出　１名
　《男子学校対抗予選》《女子学校対抗予選》出場
◦剣道
・第71回中国高等学校剣道選手権大会島根県予選（４／19～20）
　《女子団体》飯南　－　松江農林　敗退
　《男子個人》出場　
　《女子個人》ベスト32　３名　中国大会出場権獲得
・第71回中国高等学校剣道選手権大会（６／20～22）
　《女子個人》２回戦進出　１名
◦野球
・島根県高等学校春季野球大会（４／18～20）
　１回戦　　飯南　６－５　津和野
　２回戦　　飯南　２－９　石見智翠館
・島根県出雲地区高等学校野球大会（５／23～26）
　２回戦　　飯南　２－３　大東
・第107回全国高等学校野球選手権島根大会（７／10～25）
　２回戦　　飯南　１－０　浜田商業
　３回戦　　飯南　４－３　隠岐
　準々決勝　飯南　６－７　松江南　ベスト８
・島根県高等学校秋季野球大会（９／13、19）
　２回戦　　飯南　２－０　益田翔陽
　３回戦　　飯南　０－８　立正大淞南
・島根県高校野球出雲地区フレッシュトーナメント（10／11、18）
　１回戦　　飯南　６－３　大社
　準決勝　　飯南　８－２　平田
　決　勝　　飯南　０－４　三刀屋　準優勝

文化部　活動・大会記録
◦報道
・第72回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト島根県大会（６／11～12）
　《アナウンス部門》決勝進出　２名
　《朗読部門》決勝進出　１名
　《創作ラジオドラマ部門》出場
・第71回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト（７／22～25）
　《アナウンス部門》準々決勝出場
◦吹奏楽
・第65回全日本吹奏楽コンクール島根県大会（８／２）
　【高等学校小編成の部】銀賞
◦書道同好会
・高文連書道コンクール（７月）
　秀作　１名
・第58回島根県高校書道展（10／23～26）
　４作品出品
◦ＪＲＣ部
・「令和７年岩手県大船渡市赤崎町林野火災義援金」募金活動（６／８）
・島根県高等学校青少年赤十字メンバー春季協議会（５／22）
　ポスター発表
・赤い羽根共同募金（８／28、10／28）
・出雲・石見ブロック研修会（10／30）
◦自然科学部
・島根県高文連自然科学部門実験観察研修会（６／13～14）
◦生命地域ラボ【神楽愛好会】
・第14回高校生の神楽甲子園ひろしま安芸高田（７／20）出場
◦生命地域ラボ【美術クラブ】
・令和８年度愛鳥週間用ポスター図案コンクール　出品

【県高校総体】
Ｂグループ

男子総合第３位　男女総合４位　敢闘賞受賞！

令和7年度　部活動報告（10月現在）
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（単位：円）令和６年度　鵬雲会会計決算書
収入科目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増減（△）（Ｂ－Ａ） 備　　　　　考

繰　越　金 183,113 183,113 0 令和５年度繰越
入　会　費 594,000 569,400 △ 24,600 のべ生徒数× 300 円
雑　　　入 887 2,533 1,646 預金利息、過年度会費納入金

合　計 778,000 755,046 △ 22,954

支出科目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増減（△）（Ｂ－Ａ） 備　　　　　考

運営活動費 296,000 262,505 △ 33,495
総会・役員会経費
卒業記念品（印鑑、証書フォルダー）
令和 6 年度鵬雲祭   模擬店経費

事務委託費 252,000 252,000 0 PTA に事務委託
負　担　金 130,000 130,000 0 鵬雲祭負担金
繰　出　金 0 0 0 鵬雲会事業会計へ繰出
予　備　費 100,000 0 △ 100,000

合　計 778,000 644,505 △ 133,495
総収入額　755,046円　－　総支出額　644,505円　＝　差引残額　110,541円（令和７年度へ繰り越し）

令和７年度　鵬雲会積立金会計予算書 （単位：円）

区　　　分 金　　額 摘　　　　　要
令和６年度末積立金額 1,610,960
令和７年度利息 100
令和７年度積立金額 200,000
令和７年度引出額
令和７年度末積立金額 1,811,060

（単位：円）令和７年度　鵬雲会事業会計予算書
収入科目 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（△）（Ａ－Ｂ） 備　　　　　考

繰　越　金 639,283 963,488 △ 324,205 令和６年度繰越
会 費 収 入 900,000 800,000 100,000 会費収入
繰　入　金 0 0 0 鵬雲会会計から繰入
雑　　　入 717 512 205 貯金利息等

合　計 1,540,000 1,764,000 △ 224,000

支出科目 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（△）（Ａ－Ｂ） 備　　　　　考
会報印刷費 350,000 370,000 △ 20,000 会報印刷費、卒業生名簿印刷費
会報発行費 550,000 500,000 50,000 会報発行発送用封筒印刷・発送費等

飯南高校支援費 400,000 650,000 △ 250,000 部活動等激励金、生徒募集活動支援  等
※支援内容は会長、校長で協議

記念行事積立金 200,000 200,000 0 鵬雲会積立金会計へ繰出
予　備　費 40,000 44,000 △ 4,000

合　計 1,540,000 1,764,000 △ 224,000

令和７年度　鵬雲会会計予算書 （単位：円）

収入科目 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（△）（Ａ－Ｂ） 備　　　　　考
繰　越　金 110,541 183,113 △ 72,572 令和６年度繰越
入　会　費 594,000 594,000 0 月額 300 円 × 165 名× 12 月 ＝ 594,000 円
雑　　　入 459 887 △ 428 貯金利息等

合　計 705,000 778,000 △ 73,000

支出科目 R7年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減（△）（Ａ－Ｂ） 備　　　　　考

運営活動費 253,000 296,000 △ 43,000 総会・役員会経費、卒業記念品（印鑑）
令和 7 年度  鵬雲祭模擬店経費

事務委託費 252,000 252,000 0 PTA に事務委託
負　担　金 130,000 130,000 0 鵬雲祭負担金
繰　出　金 0 0 0 鵬雲会事業会計へ繰出
予　備　費 70,000 100,000 △ 30,000

合　計 705,000 778,000 △ 73,000

令和 6 年度令和 6 年度
卒業生進路の状況卒業生進路の状況

私立大学
7％

専門学校
45％

民間就職
24％

公務員
21％

短期大学
3％

国公立大学
35％

私立大学
42％

その他大学
（大学校）
3％

短期大学
10％

専門学校
6％

その他
3％

令和６年度　鵬雲会積立金会計決算書 （単位：円）

区　　　分 金　　額 摘　　　　　要
令和 5 年度末積立金額 1,410,875
令和 6 年度利息 85
令和 6 年度積立額 200,000
令和 6 年度引出額
令和 6 年度末積立金額 1,610,960

収入科目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増減（△）（B－A） 備　　　　　考
繰　越　金 963,488 963,488 0 令和５年度繰越

会 費 収 入 800,000 998,948 198,948

町　　内　486,000 円
県　　内（町内除く）115,000 円
県　　外　295,000 円
賛助会員　195,000 円
手 数 料　△ 92,052 円

繰　入　金 0 0 0 鵬雲会会計より
雑　　　入 512 461 △ 51 貯金利息

合　計 1,764,000 1,962,897 198,897

支出科目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 増減（△）（B－A） 備　　　　　考
会報印刷費 370,000 341,990 △ 28,010 会報印刷費、卒業生名簿印刷費
会報発行費 500,000 529,434 29,434 会報送付用封筒印刷・発送費等

飯南高校支援費 650,000 252,190 △ 397,810
大会（中国地区以上）出場部活動への激励金
発明楽コンテスト出場助成
生徒募集活動（地域みらい留学フェス）助成

記念行事積立金 200,000 200,000 0 鵬雲会積立金会計へ繰出
予　備　費 44,000 0 △ 44,000

合　計 1,764,000 1,323,614 △ 440,386
総収入額　1,962,897円　－　総支出額　1,323,614円　＝　差引残額　639,283円（令和７年度へ繰り越し）

令和６年度　鵬雲会事業会計決算書 （単位：円）

　

今
年
も
「
鵬
雲
」
を
会
員
の
皆
様

に
お
届
け
し
ま
す
。
生
徒
達
の
明
る

く
ひ
た
む
き
な
姿
を
お
伝
え
で
き
て

い
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
当
鵬
雲
会
で
は
５
月
30
日

に
総
会
を
開
催
し
、
昨
年
度
の
会

務
・
会
計
報
告
の
後
、
今
年
度
の
会

務
・
予
算
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
理
事
３
名
を
増
員
し
体

制
の
強
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。　

「
鵬
雲
」
に
対
し
て
ご
意
見
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
令
和
７
年
度　

鵬
雲
会
役
員

　

会　

長　

大
谷　

哲
也（
第
19
期
）

　

副
会
長　

竹
澤　

武
志（
第
11
期
）

　

副
会
長　

酒
井
真
樹
子（
第
18
期
）

　

副
会
長　

和
田　

真
一（
第
20
期
）

　

副
会
長　

馬
庭
寿
美
代（
校　

長
）

　

理
事（
※
）
森
山　
　

篤
（
第
23
期
）

　

理
事（
※
）
前
島　

良
治
（
第
25
期
）

　

理
事（
※
）
藤
原　

将
洋
（
第
31
期
）

※
新
任
。
そ
の
他
の
理
事
・
監
事
は

留
任

事務局より


